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［VLBI観測］ 

 ここからの5ページは，測地VLBIの国内観測および国際観測によって得られた，東北地方太平洋

沖地震に伴う地殻変動およびその後の余効変動の観測結果である． 

 第1図は，つくばVLBI観測局と，国内VLBI３局（新十津川，姶良，父島）の間の基線について，

2002年以降の基線長変化の時系列を示したグラフである．プレート運動に伴う長期的な変化傾向が

続いたあと，東北地方太平洋沖地震が発生した2011年3 月に基線長が不連続に大きく変化し，更に

余効変動による変化が続いた様子が見られる． 

 第2図は，グローバル座標フレーム（ITRF2008）を基準として，東北地方太平洋沖地震前後の各

局の変動ベクトルを地図上にプロットしたものである．地震に伴い，つくばVLBI観測局が東方向に

約65cm変動している．他の３局については，有意な変化は見られない． 

 第3図は，つくばVLBI観測局のグローバル座標フレームを基準とした位置変化の時系列グラフで

ある．東北地方太平洋沖地震時に東方向に約65cm変動し，その後，余効変動が続いていることがわ

かる．余効変動による東方向への移動は地震後315日間で約17cmに達している． 

 これまでに地震予知連絡会会報に掲載されたVLBI観測に関する報告を，参考文献に挙げる． 
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Table1 Three-dimensional positions of VLBI stations in Japan. 

 

 
Sigma  

Table2 Horizontal velocities of VLBI stations in Japan. 
 East(mm/year) North(mm/year) Up(mm/year) 

VLBI  1.65
0.06

-3.00
0.07

6.44
0.09

VLBI  12.71
0.18

-11.19
0.23

3.32
0.97

VLBI  26.19
0.08

-14.74
0.09

3.09
0.25

VLBI  -31.17
0.08

14.26
0.10

2.05
0.26

 X (mm) Y (mm) Z (mm) 
VLBI  -3,957,408,803.54

0.59
3,310,229,421.13

0.86
3,737,494,796.71

1.04
VLBI  -3,642,142,332.46

2.28
2,861,496,593.12

2.00
4,370,361,715.57

2.74
VLBI  -3,530,219,546.52

0.80
4 ,118,797,489.01

1.02
3,344,015,756.72

1.14
VLBI  -4,490,618,309.96

0.85
3,483,908,372.33

0.99
2,884,899,248.11

1.12

(1980 2012 )
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第 1 図 基線長変化グラフ 
Fig.1 Baseline length time series. 
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第 2 図 地震前後の VLBI 観測局の変動量 
Fig.2 Position variation of VLBI stations before/after  

Tohoku Earthquake. 

第 3 図 つくば VLBI 観測局位置時系列グラフ 
Fig.3 Position (E, N, U) time series of Tsukuba VLBI station. 

－ 456 －


	本文

	第１表～第２表

	第１図

	第２図～第３図




